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以上の紙架から,側朗粟.祝光学円関与餌域 (下.%Ou刑

LLA)のうちIl1iL;Y:招''(Tl:仇野)は祝党性粒n収t即打維悦

郎にきわめて碑掛こ開祖しているが,後半部 (TEO例

町)は主な役割なnミしていない.といいうる｡しかし,

この間屈を明辞にするため卿こ,ホブ三験で和られた下部

側頭同前半部削除栓の遅延色彩標本附合学習昨啓が,柿

本刺政の弁別押付こよるものかなどの問題点について今

按,憐訳に映汀寸する必要がある.

摂食および飲水行動の神経生理学的研究

大村 裕 (金沢大 ･医)

日 的

動物は食欲という動機によって摂食行動を芯起する.

動物をL/バー押し訓掛 こよって餌を折るようにすると,

I//(一押し直前にもし食欲が爪食中枢で発生するのであ

れはそのニューロソ活動の変化が起こるはずである.木

研究はlft食中枢ニユーロソの放花活動とこのようなlT的

や飲水行動との閃迎を追究するためのものである｡

研究方法

(i)アカゲザル (作茄約2･7kg)3D7tを使J7]した｡動物

をItソキーチェアに恨性的に固定して,まずFR比1か

ら訓練を行なった｡右レバー押しによって大豆が1帆

左レバー押しによって水が約2cc出るような的理岡持な

作成し使用した｡FR比は殺大5までとしたo(ii)訓練完

成 (約5n悶)iKaE,佃小型パルス{･-ク駆動叩搾 ポジシ

｡ナ-のアダブクーを麻軒下にサル97i託竹に固定した｡

クソクステソ微小TE搾刺人のため約 5mmtEi径で硬膜を

除去した｡(iii)祝城下部外佃野および脱内8111核の単一ニ

ユーロソ括動な動物の郁々の行動下で記録した｡(iv)ニ

i-Pソの放TEU7,･動および放花数/砂. きき脱の上腕二

i17Tiおよび上腕三WI筋の肪花【乳 糾および水のL/,.'一押し

のサイソおよび報酬サイソを磁免テープに紫蘇および脳

披計紙上に記録した｡技抑こ放電イソ′1ルスを記録する

ためにはイソ′1ルスを3msecの矩形故に成形して行なっ

た.(V)実験終了稜,電極位置確認のため,標準となる

冠棒を刺入した後麻酔下で心臓からホルマ1)ソを注入し

て脳を固定し,按組級標本を作成した.(vi)放電バター

ソ分析には,横河-ヒューレット･/tッカード21(氾A ミ

ニコソピュークを使用し,結果をプラウソ管上に表示し

た｡
研究成果

視床下部外側好から取扱できたニー～Pソは,すべて

次のような析動な7T;した｡すなわち(i)I/バー押し前400
-3∝)msccにおいて,放花柳JB:は平均aTi庇より有意の上

外を771･したo(ii)レバー押しT)fllOOmsccからレバー押し

血中,および約 100mscc筏まで,淑花卿皮は有意の減少

を示した.(iii)その校L/,(一押しから300～400msecに

おいて'jJ一缶の上井を771･した.

これらの紙光を従来のり王統節米とm介すると,レバー

押し爪のjJt食小松三 一一PソのtLTi･励上州 ま.動機に関す

るものであり,把前の抑制はmflJi茶を介してのものであ

り.またレ.三一押し経の上州王事E的 行動に【11来するもの

であると=-Cえられる｡

設定課題 6.霊長類の生殖に関する基礎的研究

猿子宮における陣痛の電気生理学的研究1)

中嶋 晃 (愛媛大 ･医)

陣柿の測定は内･外計測の子宮内圧記掛こよる｡しか

しこの曲緑は改雑な蚊形を示し,その解析はまだ充分行

なわれていない｡耽々は分娩時猿子宮を用い,子宮壁各

所から筋花岡を記録し,内圧変化と対応させ,子宮各部

の収折と内圧変化の関係を枚討したo放流なげHlh.i,麻酔

下に間脳,Tti軌 rJj圧刑充用チ1-ブを班前校m倒し

た｡術挽特殊な杓子に動物を半田起し.慢性rJ3鮫を行な

った｡その結果以下の耶火が判明した｡

1.従来からの予想に反し.分娩初期微弱な印柿で

ち.同調性収桁が殆ん どであらた｡すなわち,子河陀

肌 小火机 下W,等ですべて持枕は粒いが同調性の邦僻

I)r【鍋串夫(訳大 ･医)･坂口守彦 ･口内囲謬(以上.
天和病院)･大島清 (霊長研)との共同研究｡

が上方より下方に向って伝描け ることが多く,子宮各部

が独立に非同調性収桁を7T,･すことは的んどなかった｡

2.正常時柿の内圧汝形は主淡とそれに引絞くいくつ

かの副蚊の集合であり,この汲形は次々と伝描,通過し

ていく興智によって維持されている｡

3. しかし副故はこの統苑する興背が中途で消失した

り,速成が逝くなったり,岬に逆行性伝肺をおこしたり

するため,帥柿淡形の刑放.部分が松雄な形を皇するoそ

の蚊形を多数例について分析した.

4. 主故の伝橘は下行性が多い(89%)｡しかし逆行す

るものもあり,しかもこれは分娩末期に比校的多く現れ

る｡

5.卵管の発生部位は今迄一例の子宮卵管fr1部にあっ

て,ここから子宮全面に拡がるとされていたが (jEづ耶TL

柿),.木実験の結果では多少の時間的弟F･t.･はあっても両

側から興密が発し,扇状に拡がるものであることが明ら
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